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2.

法令に基づく試験、検査及び認証業務

電気製品等の試験・認証

マネジメントシステム認証業務

調査・研究業務

3.

4.

電気用品安全法､消費生活用製品安全法､電波法､水道法､産業標準
化法､医薬品医療機器等法など

S-JET認証､住宅用ブレーカー認証､部品認証､CMJ登録､給水器具等
認証､系統連系保護装置認証､JETPVm認証､JETPVO&M認証､ロボ
ット認証､遠隔操作システム認証､メーカーニーズに基づく試験サー
ビス・EMC試験など

ISO9001・ISO14001・ISO45001・ISO27001・
ISO50001 認証

家電製品等の電磁界測定､太陽光発電システム
に係る調査・研究など



電気協会報 The Japan Electric Association

2025. 7 No.1126
Contents

たより

電事連だより
急速に進化・普及するAI　将来の電力需要に大きく影響	 電気事業連合会　広報部	 14

JEMAだより
2026　トップランナー変圧器について		 （一社）日本電機工業会	 16

協会だより
Watt	Magazine	 	 3
令和7年度5月理事会を開催	 	 4
電気設備の絶縁診断セミナー	 	 8
第60回電気関係事業安全セミナー〔webセミナー〕開催のご案内	 	 9
電気使用安全月間の実施について	 	 10
第65回	電気安全全国連絡委員会	開催報告	 	 11
第64回	全国電気使用合理化委員会	開催報告	 	 11
法定講習のご案内	 	 22
電気新聞の書籍案内	 	 23

随　想
日々仕事をうまく進める人は何を考え何をしているか？
	 慶應義塾大学理工学部	教授	
	 中西　美和	 2

日本電気協会 第104回社員総会を開催
　　会長挨拶  （一社）日本電気協会		会長	 貫　　正義	 6

5

成長を続ける日本の電力先物市場
	 電気新聞	
	 新田　剛大	 12

暮らしの電気安全
	 関東学院大学名誉教授	
5．住宅の電気設備	 高橋　健彦	 18

技術活動報告

電気事業における保安・規制改革関係の受託調査事業を実施� 20



2
電気協会報　2025. 7

日々仕事をうまく進める人は
何を考え何をしているか？

中西　美和　�慶應義塾大学理工学部�教授

近年、安全マネジメントの方法論として、事故に
繋がるような“失敗”をできるだけ減らすことを指
向したアプローチの一方で、日々の“成功”をでき
るだけ増やすことを指向したアプローチへの関心が
高まっています。前者で“失敗”の要因を抑制する
のと対照的に、後者では“成功”の要因を強化する
ことが追求されますが、“成功”は日常のノーマル
オペレーションそのものですから、その要因を特定
することは、“失敗”の要因を特定することに比べ
てはるかに難しくなります。
数年前に、あるインフラの運用会社との共同研
究で、施設設備の保全を担当する従事者を対象に、
日々の業務をうまく進めるための行動とそれを形成
する要因の同定を試みたことがあります。
はじめに行ったのは、ベテランの従事者とそれ以
外の従事者に対する、電源設備の日常点検の際の詳
細な行動の調査でした。ベテランの従事者は、業務
をうまく進めるための行動を、意識的/無意識的に、
より積極的に行っているであろうから、非ベテラン
の従事者と比較することで、特徴的な行動とその要
因が見えてくるだろうとの仮説立てに基づくもので
した。しかし、実際に調査を行ってみると、双方の
違いはあまり顕著には見えてきませんでした。標準
手順が高度に整備された日常作業においては、「こ
の作業における行動・手順を逐一教えてください」
と尋ねても、ベテランも非ベテランも、「手順通り
の作業をしています」と答えるのみでした。
そこで次に、調査のしかたを変えました。非ベテ
ランの行動・手順のフローを示した上で、ベテラン
に「これは非ベテラン従事者の行動・手順です。あ
なたがOJT（On	the	Job	Training）の監督者だっ
たとして、この方にどのような助言をしますか？」
と尋ねました。すると、「高電圧の設備の扉を開け
る前には、必ず上着の裾をズボンに入れなおしま
す」「まずは、焦げ臭さや異音など、いつもと違う
ことはないか五感を使って診るようにしています」
など、非常に多くの多様な行動を聞き出すことがで
きました。これらひとつひとつはまさに、日常点検
というミッションを“成功”させるための行動の実
践例と見ることができます。
さて、この調査には、もう一つおまけの話があり
ます。この会社にはお一人、他の従事者からも一目
置かれているベテラン中のベテランがおられまし
た。皆、「Aさんこそスペシャリストだ」と言うの

ですが、いかんせん職人気質の方で、上記の我々の
調査には、口数少なくほとんど答えていただけま
せんでした。いったんはAさんはもはや“外れ値”
的な方であると調査をあきらめかけましたが、改め
て、こういった方が培われている日々の業務の“成
功”の秘訣や信条を引き出せなければ研究として意
味がないと考えなおし、Aさんに密着調査をするこ
とにしました。この研究を担当していた体育会アメ
フト部の学生B君が「僕、やりたいです」と申し出
てくれたので、Aさんに弟子入りすべく業務に着い
て回り、「今何をしたんですか」「何のためにそれを
やるんですか」「どうしてそうすることが必要なん
ですか」などを逐一聞いて教えてもらう、という
ことを2週間、とにかく朝から晩まで繰り返しまし
た。AさんもB君を弟子のごとくかわいがってくだ
さり、どんな質問にも答えてくださいました。
Aさんへの密着調査で得られた、業務をうまく進

めるための行動とその理由に関する発言は、200を超
えるもので、これをある統計的構造モデリング手法
（DEMATEL：Decision	Making	Trial	&	Evaluation	
Laboratory）で分析したところ、図のようなきれい
な階層構造が明らかになりました。Aさんの日々の
行動の背景には、それに必要な知識やスキルがあ
り、さらにそれを支える常なる姿勢があり、さらに
背景意思、それを作る学びの姿勢、さらにその根
源、基盤となる仕事人としての価値観や信念、哲学
がある、というところが具体的に見えてきました。
行動・手順をただ身に着けるだけでは日々のノー
マルオペレーションは維持できない、その背景を強
化してこその現場の人間力であることを改めて目の
当たりにした、とてもよい研究になりました。
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令和7年度5月理事会を開催
日本電気協会は、令和7年5月14日に、理事12
名、監事2名、顧問2名の出席により、令和7年度5
月理事会を開催し、審議事項4件については可決し、
報告事項1件については了承されました。概要は以
下のとおりです。

1.　審議事項
第1号議案　令和6年度事業報告および決算
令和6年度の経常収支については、経常収益が
4,516百万円（前年度比＋119百万円）、経常費用
が4,273百万円（前年度比＋343百万円）となった
結果、経常収支は242百万円（前年度比△224百万
円）となり、13期連続の黒字決算（増収減益）と
なった。前年度比増加の主な要因は、有楽町電気
ビルのテナント空室増加により賃料収益が減少（△
66百万円）したものの、新聞購読料の増加（＋31
百万円）や、企業業績が好調であったことにより配
当金収入が増加（＋99百万円）したこと等による
もの。
令和6年度事業活動のポイントは以下のとおり。
1.　電気安全の確保
⑴　日本電気技術規格委員会（JESC）における
民間規格の制改定の承認
⑵　原子力発電所の規制検査・再稼働審査に係る
規格の制改定案の審議
⑶　電気用品調査委員会における国の方針に対
する速やかな対応
⑷　電気技術規程・指針類および専門図書などの
発行
⑸　電気技術規程・指針類の電子化およびサブス
クリプションサービスの提供開始
⑹　消防法に基づく登録・認定業務におけるリチ
ウムイオン蓄電池設備の認定基準の整備
⑺　経済産業省からの電気保安に関する技術調
査受託
⑻　電気安全に係る普及啓発事業の展開
2.　電気技術者の確保・育成
⑴　電気技術者の確保に資する事業等の展開　
①　電気保安・電気工事業界の認知度向上・入
職促進に向けた取り組み
②　電気主任技術者を対象とした職業紹介事業
③　原子力工学大学院博士課程奨学金制度
④　地域の特徴を捉えた次世代を担う若年層
教育

⑵　電気保安に優れた業績を上げた方々の表彰
⑶　第一種電気工事士定期講習の集合講習とオ
ンライン講習併用実施

⑷　本会主催の講習会の受講者ニーズに合わせ
た集合型とオンラインの選択実施

3.　適時適格な情報発信
⑴　「電気新聞」を通じた、電力・エネルギー産
業に資する質の高い情報発信
①　変化の激しい電力・エネルギー産業につい
て高度な情報をわかりやすく発信
②　情報発信の新プラットフォームの検討を
具体化
③　購読は電子版への変更が加速、広告は好調
④　メディア事業は海外視察団を再開、出版は
受託刊行物を計画的に発行

⑵　電気関係業界における総合団体の立場を活
用した的確な情報発信

4.　事業基盤の強化
⑴　ランサムウェア攻撃への対応
①　本部会計システム・会員管理システムの本
格復旧
②　新聞部で発生したランサムウェア攻撃へ
の対応

⑵　事業の再編（本部組織の見直し）
5.　その他
⑴　第103回社員総会の開催（令和6年6月6日開
催）
⑵　理事会（5月、6月、11月、3月）・参与会（6
月、12月）を集合型で実施
第2号議案　新役員候補者の選任
第3号議案　常勤理事の退任慰労金の件
第4号議案　第104回社員総会の開催
開催日　令和7年6月6日（金）13時20分～
会　場　明治記念館　2階「富士の間」
　　　　（東京都港区元赤坂2-2-23）
議　事
第1号議案　	令和6年度事業報告および決算の

承認の件
第2号議案　役員選任の件
第3号議案　常勤理事の退任慰労金の件
報告事項　	令和7年度事業計画および予算に

ついて

2.　報告事項
1．代表理事および業務執行理事の職務執行状況に
ついて
定款第22条第6項の規定に基づき、令和6年11

月理事会以降の各代表理事および業務執行理事の
職務執行状況について報告があり、了承された。
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日本電気協会 第104回社員総会の開催

新役員一覧
（順不同・敬称略）

会　　長　（1名）
氏　名 所属会社（団体）・役職名

貫
ぬき

　　正
まさ

義
よし

九州電力株式会社	特別顧問

副 会 長　（3名）
氏　名 所属会社（団体）・役職名

勝
かつ

野
の

　　哲
さとる 一般社団法人日本電気協会	中部支部会長	
（中部電力株式会社	代表取締役会長）

芦
あし

谷
たに

　　茂
しげる 一般社団法人日本電気協会	中国支部会長
（中国電力株式会社	代表取締役会長）

漆
うる

間
ま

　　啓
けい 一般社団法人日本電機工業会	会長（三菱電
機株式会社	代表執行役	執行役社長CEO）

専務理事　（1名）
氏　名 所属会社（団体）・役職名

菊
きく

地
ち

　康
こう

二
じ

一般社団法人日本電気協会	理事

常務理事　（1名）
氏　名 所属会社（団体）・役職名

中
なか

島
しま

　　豊
ゆたか

一般社団法人日本電気協会	理事

理　　事　（8名）
氏 名 所属会社（団体）・役職名

安
あんどう

藤　康
やす

志
し

電気事業連合会	副会長

武
たけ

部
べ

　俊
とし

郎
ろう 電気保安協会全国連絡会	会長
（一般財団法人関東電気保安協会	理事長）

飛
ひ

田
だ

恵
え

理
り

子
こ 特定非営利活動法人東京都地域婦人団体
連盟	理事

日
ひ

髙
だか

　邦
くに

彦
ひこ 東京電機大学	工学部電気電子工学科	客員
教授

廣
ひろ

瀬
せ

　直
なお

己
み

一般社団法人日本動力協会	会長

藤
ふじ

井
い

　　裕
ゆたか 一般社団法人日本電気協会	北海道支部会

長（北海道電力株式会社	代表取締役会長）

増
ます

子
こ

　次
じ

郎
ろう

東北電力株式会社	取締役

間
ま

庭
にわ

　正
まさ

弘
ひろ

一般社団法人日本電気協会	理事

※所属会社（団体）・役職名は、令和７年７月１日時点

日本電気協会は、令和7年6月6日（金）、明治記
念館において第104回社員総会を開催し、約110名
の会員が出席されました。
総会の冒頭、本会会長	貫正義から開会の挨拶、
続いて来賓の竹内真二	経済産業大臣政務官から祝
辞があり、第7次エネルギー基本計画について触れ、
電力安定供給のために、脱炭素電源建設に向けた投
資の環境整備が重要であり、具体化を進めることを
示されました。また、夏季の電力需要増加の対応に
ついて、引き続きの協力を要請されるとともに、電
気は国民生活と産業、経済活動の基盤であり、安
全で便利な電気のインフラや製品を利用できるの
は「皆様が持つ高度な技術力の賜物」と述べられま
した。その後、貫会長が議長となり議事に入りまし
た。議案審議では「第1号議案	令和6年度事業報告
および決算の承認の件」、「第2号議案	役員選任の
件」、「第3号議案	常勤理事の退任慰労金の件」の3
件についていずれも原案通り決議され、報告事項で
は「令和7年度事業計画および予算について」が報
告されました。
総会終了後の講演会では「維新のリーダーから学
ぶ	人を動かし育てる力」と題し、約1時間にわた
り河合	敦	氏（歴史作家）にご講演いただきました。
講演会に引き続き催された懇親会には、電力会社な
ど会員会社のトップをはじめとする約150名の電気
関係者が集い、貫会長による挨拶の後、和やかな雰
囲気の中、懇談が行われました。

竹内真二 経済産業大臣政務官 河合　敦 氏

＊令和6年度事業報告書・決算書、令和7年度事業

計画書・予算書は、本会ウェブサイトの「協会

案内・公開資料」のページでご覧いただけます。

（https://www.denki.or.jp/about-disclosure/）
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日本電気協会	会長の貫でございます。
第104回日本電気協会	社員総会の開催にあ
たり、一言ご挨拶を申し上げます。
本日、皆様方にはご多忙の中、全国各地より
当会総会にご出席賜り、誠にありがとうござ
います。
また、日頃より電力、ガス、水道など、ラ
イフラインの整備、維持、管理に従事されて
いる皆様に、改めて心より感謝申し上げます。
加えて、本年は各地で山林火災が多発いたし
ましたが、その際に被害の拡大を防ぐため、
多くの関係者の皆様にご尽力いただきました
ことに、重ねて感謝申し上げます。

さて、電気関係業界を取り巻く国内外の情勢
に目を向けますと、ロシアのウクライナ侵略
の長期化や中東情勢の緊迫化、さらに米国の
トランプ政権が打ち出した関税政策などを背
景に、世界のエネルギー情勢は引き続き不透
明な状況が続いております。
また、国内では、2月に第7次エネルギー基
本計画が閣議決定され、DXやGXの進展によ
り2040年に向けて電力需要の増加が見込まれ
る中、再生可能エネルギーや原子力などエネ
ルギー安全保障に寄与し、脱炭素効果の高い
電源を最大限活用することとされました。特

に、原子力については、「原発依存度の可能な
限り低減」という文言が削除されたほか、事
業者が既設炉から次世代革新炉に建て替えや
すくなる方針に改められるなど、活用を進め
る姿勢が示されました。
原子力をはじめとした24時間運転可能な脱
炭素電源は、太陽が沈んだ後の夜間の供給力
として、今後益々重要性が高まるものと考え
ます。一方で、脱炭素電源の建設には長期間
を要するとともに、巨額の資金も必要となり
ます。国におかれましては、脱炭素電源建設
のための事業環境や資金調達環境について、
実効性の高い仕組みへと整備を進めていただ
きたいと考えております。
また、電力安定供給の確保については、電力
システム改革の検証が進められ、検証結果と
今後の方向性が示されました。国は、電力シス
テム改革を集中的に議論する会議体を設置し、
2025年中に内容をとりまとめる意向とのことで
す。当協会としても、その議論の状況について、
電気新聞を通じて分かり易い記事を、迅速かつ
的確に、皆様に発信していきたいと思います。
また、少子高齢化に伴う労働人口の減少等に
よる人材不足が続いており、電気関係業界に
おいても、特に電気技術者の不足が年々深刻
化しております。

一般社団法人　日本電気協会

会長　貫　　正　義

会長挨拶
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このような中、私ども日本電気協会は、電
気安全の確保、電気技術者の確保・育成、適
時的確な情報発信の3本柱を基本事業とし、本
部・新聞部・全国10支部からなる本会の総合
力を発揮して、電力安定供給の確保に取り組
むとともに、電気関係業界の諸課題に対応し
ていくこととしております。
具体的には、電気安全の確保のため、本会が
事務局を務める日本電気技術規格委員会などの
委員会において電気技術規程・指針類の制改定
を着実に実施してまいります。また、これらの
規程・指針類について、従来の紙書籍に加え、
電子書籍による提供にも力を入れ、ご利用いた
だく皆様の利便性向上を図ってまいります。
電気技術者の確保・育成については、本会を
含む関係8団体で運営するウェブサイトワット
マガジンを媒体とした電気業界への若年層の
入職促進や職業紹介事業、必要な電気技術を
学ぶための講習などを引き続き着実に実施し

てまいります。
そして、適時的確な情報発信については、電
気新聞を通じて、電力安定供給に直結する情
報を分かり易くかつタイムリーに発信すると
ともに、さらなる紙面の充実や電子版の多機
能化を進めてまいります。そのためには、新
聞部のさらなる機能の充実が必要であり、そ
れに向けて購読部数の大幅な拡大のほか必要
な施策に取り組んでまいります。皆様のご理
解、ご協力を、よろしくお願いいたします。

最後になりましたが、私ども日本電気協会
は、これからも電力安定供給確保を目指しつ
つ、会員の皆様を始め、電気関係事業者の皆
様のお役に立てるよう、全力を挙げて活動し
てまいります。
引き続いてのご支援、ご協力をお願いいたし
ます。

左から芦谷新副会長、勝野副会長、貫会長、久和前副会長
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第60回電気関係事業安全セミナー〔webセミナー〕
開催のご案内

本セミナーは毎年、電気関係事業の安全管理に携わる関係者を対象に開催しており、安全確保に取り組む組
織の実例や具体的な対策手法などを広く紹介すると共にパネルディスカッションで議論を深めてまいりました。
今回もオンデマンド配信によるwebセミナーで開催します。

テーマ
「事故事例を活かす安全マネジメント ～未来へつなぐ組織づくり～」

視聴期間：2025年8月18日（月）10：00～10月3日（金）23：59
参 加 費：日本電気協会会員　29,700円、一般　33,000円（いずれも消費税込み）
お申込み・ご入金締切日：2025年8月8日（金）
受講方法：専用のサイトにアクセスし、映像を視聴していただきます。

※おひとりにつき1つのIDパスワードが必要です。コンプライアンスの観点からも、複数の受講者で共有することは固く
お断りします。なお、配信開始後の受講者の変更はできませんので予めご了承ください。
※ご入金確認後、視聴開始日の数日前に各受講者へIDパスワードを記載したメールを送付します。

【基調講演＆パネルディスカッション】
「まさか！を防ぎ未来へつなぐ　～事故事例から学ぶ安全マネジメント～」
基調講演＆ファシリテーター：日本大学　生産工学部　創生デザイン学科　教授　博士（工学）　
	 鳥居塚　	崇　氏
パネリスト：東京電力ホールディングス株式会社　柏崎刈羽原子力発電所　原子力安全センター所長
	 　古濱　　	寛　氏
　　　　　　鉄建建設株式会社　常務執行役員　安全推進室長／建設労務安全研究会　理事長
	 　細谷　浩昭　氏
　　　　　　三菱ケミカル株式会社　環境安全本部　環境安全部　環安推進セクション安全工学
	 高原	麻実子　氏

【鼎談】［60回記念特別企画！］
「強まる制約と高まる要求の下での安全活動を語る」
宮城学院女子大学　学芸学部　心理行動科学科　教授　博士（文学）	 大橋	　智樹　氏
異業種交流安全研究会　幹事／株式会社テクノ中部　
	 執行役員　安全・品質部長／CKO（Chief	Kaizen	Officer）　	榎本　	敬二　氏
東京電力ホールディングス株式会社　柏崎刈羽原子力発電所　原子力安全センター所長	 古濱　　	寛　氏

【講演】「ノンテクニカルスキル2.0の取り組みと事故防止に向けた新たな展開」
南川行動特性研究所　代表（元 AGC株式会社　千葉工場）	 南川　	忠男　氏

【研究発表】「実効ある安全教育の新機軸」
株式会社ユアテック　人材育成センター　資格取得推進グループ　課長	 菅野　	英治　氏

	 他2社を予定

 

＊都合によりプログラムの内容・時間を変更する場合がございますので予めご了承ください。　

詳細・お申し込みは日本電気協会Webstoreをご覧ください。https://store.denki.or.jp
お問合せ先： （一社）日本電気協会　人材育成事業部
	 〒100-0006	東京都千代田区有楽町1-7-1	有楽町電気ビル北館4階
	 TEL：03-3216-0556　　E-mail：web-semi@denki.or.jp
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電気使用安全月間の実施について
電気安全全国連絡委員会（事務局：（一社）日本電気協会	人材育成事業

部内以下「当委員会」）では、経済産業省主唱による毎年8月の「電気使用
安全月間」活動を進めるにあたり、送配電網協議会、電気保安協会全国連
絡会、（一社）日本電設工業協会、全日本電気工事業工業組合連合会、全国
電気管理技術者協会連合会および当委員会の6団体による「電気使用安全
月間連絡会議」において、当年度の重点活動テーマを決め、各団体が歩調
を合わせ全国的な啓発活動を展開しています。
令和7年度のテーマは下記5項目で、当委員会ではこの5項目のテーマを
記載した安全月間周知用の全国統一ポスターを作成し、各方面の安全意識
高揚を図ることとしています。

【体裁・価格】
A2判	フルカラー　　1部	50円＋消費税
※送料・梱包料は別途実費を頂戴します。

【発行時期】 	5月下旬

安全月間における当委員会の活動として毎年、高圧受電設備を有する事業者向け、家庭向けの2種類の電気
安全パンフレットを制作・頒布しています。

【体裁・価格】
2種類ともＡ4判	フルカラー
①高圧受電設備を有する事業者向け：観音開き8頁　　1部	90円＋消費税
②一般家庭向け：3つ折り6頁　　1部	80円＋消費税
※送料・梱包料は別途実費を頂戴します。

【発行時期】		6月下旬

ポスター、パンフレットのご注文・お問合せ先：（一社）日本電気協会　人材育成事業部
〒100-0006 東京都千代田区有楽町1-7-1  有楽町電気ビル北館4階

TEL：03-3216-0555　FAX：03-3216-3997　MAIL：anzen@denki.or.jp

主唱：経済産業省

電気使用安全月間 2025年
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は配線
やめましょう！

▶見えない電気の危険を知り、配線やコンセントを見直すことで感電・火災を防ぎましょう
▶自家用設備は、適切な保守点検と計画的な更新で電気事故の未然防止に努めましょう
▶受変電設備に立ち入る際は、事前に電気主任技術者に連絡しましょう
▶無資格者の電気工事は法令違反です、必ず電気工事士の資格を持った方に依頼しましょう
▶地震、雷、風水害などの自然災害に備え、日頃から電気の安全に努めましょう

令和7年度
重点活動
テーマ
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電気使用安全月間
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電気の限度を

①高圧受電設備を有する事業者向け

令和7年度重点活動テーマ
●『見えない電気の危険を知り、配線やコンセントを見直すことで感電・火災を防ぎましょう』
●『自家用設備は、適切な保守点検と計画的な更新で電気事故の未然防止に努めましょう』
●『受変電設備に立ち入る際は、事前に電気主任技術者に連絡しましょう』
●『無資格者の電気工事は法令違反です、必ず電気工事士の資格を持った方に依頼しましょう』
●『地震、雷、風水害などの自然災害に備え、日頃から電気の安全に努めましょう』

②家庭向け

電気のまめちしき
でん　　き

　年　　月　　日
ねん がつ にち

／12確認
1回目

かく にん

 かい め

　年　　月　　日
ねん がつ にち

／12確認
2回目

かく にん

 かい め一緒に
勉強
しましょう！

いっ  しょ

べん きょう

確認
1回目

かく にん

 かい め

便利な200Vの電気機器　
べん り ボルト でん き き き

  き でん  き ようりょう　　 こ ないぞう あんぜん

さ  どう でん  き と でん げん さし こみ ぐち

 い き せつでん

遮断器付テーブルタップ
しゃ だん き つき

さ　　 こ てい でん

 じ  どうてき　 てんとう じょう や

とう り  よう

かいちゅうでんとう つか

停電のときでも安心な保安灯
てい でん あん しん ほ あん とう

コンセントに挿し込んでおくと、停電のとき
は自動的に点灯します。なお、ふだんは常夜
灯として利用できるものや、コンセントから
はずすと懐中電灯に使えるものもあります。

ボルト き き こう こうりつ アイエイチ

でん き きゅうとう き か ていよう でん き じ どう しゃ

ボルト き き つか き き せん よう

 おくないはいせん ひつよう くわ 

 はんばいてん でん き こう じ てん そうだん

200Vの機器には、高効率のエアコン、IHクッキン
グヒーター、電気給湯器、家庭用の電気自動車など
があります。200V機器を使うには、その機器専用
の屋内配線およびコンセントが必要となります。詳しく
は販売店または電気工事店に相談してください。

決められた電気の容量を超えると、内蔵されている安全ブ
レーカーが作動し、電気を止めます。電源を挿込口ごとに
入り切りできる節電スイッチがついているものもあります。

安心、便利な器具のご紹介
あん  しん べん り き ぐ しょう かい

電線の近くでたこあげやラジコン
飛行機、ドローンなどで遊ばない
ようにしましょう。

でんせん ちか

 ひ こう  き あそ
釣りざおが電線に近づくと感電す
る危険があるので注意しましょう。

 つ でんせん　　 ちか かんでん

 き  けん ちゅうい

※万一、電線などにひっかかった場合は必ずお近くの送配電事業者に連絡をお願いします。
 まんいち でんせん ば あい かなら ちか そうはいでんじぎょうしゃ れんらく ねが

外で遊ぶときの注意点
そと あそ ちゅう い てん

衣類や布団などの可燃物が電気ストー
ブの近くにあると、ちょっとしたはずみ
で電気ストーブに接触し出火するおそ
れがあります。燃えやすいものの近くで
電気ストーブを使用するのはやめましょ
う。また、照明器具やランプは、点灯時
に高熱を発しています。布や紙などの
可燃物で覆わないようにしましょう。

  い  るい ふ  とん か  ねんぶつ でん  き

 ちか

 でん  き せっしょく　 しゅっ か

も ちか

でん  き し よう

しょうめい き   ぐ てん とう  じ

 こうねつ はっ ぬの　　かみ

 か ねんぶつ　　おお

電気火災に注意！
でん き か さい ちゅう い

ホコリ 湿気
発火
はっ  か

しっ  け

断面図
だんめん ず

火災の原因のひとつとして「トラッキング現象」があります。長
期間プラグを挿し込んだままにしておいたために、プラグとコン
セントの間にたまったホコリが湿気を帯び、プラグの刃の間にわ
ずかな放電が繰り返し起きることが発端となって、プラグが突
然発火する現象です。火災の原因になることがあるので、プラグ
やコンセント周りを乾いた布などで掃除しましょう。また、
「トラッキング防止カバー」の取り付けも有効です。

 か  さい げんいん げんしょう ちょう

 き  かん さ こ

あいだ しっ  け お は　　あいだ

ほうでん く かえ　　 お ほったん とつ

ぜん はっ か げんしょう か さい げんいん

まわ かわ ぬの そう じ

ぼう し と つ ゆうこう

「トラッキング現象」に気をつけましょう。
げんしょう き

こまめにチェックしましょう！

古い電気機器を使い続けていると、
気づかないうちに部品等が劣化して
事故につながるおそれがあります。
「いつもと違う」「何か変だな」と感
じたら、すぐに使用を中止してメー
カーや販売店などに相談しましょう。

ふる でん き き  き つか つづ

  き ぶ ひんとう れっ か

  じ　こ 

ちが なに へん かん

し  よう ちゅう し

はんばいてん そうだん

長期間使用した電気機器に注意！
ちょう き かん し よう でん き き き ちゅう い

エアコンの設定温度は控えめに。フィ
ルターをこまめに掃除することで省
エネになります。

せってい おん ど ひか

そう  じ しょう
必要な照明以外は消しましょう。また、
白熱電球や電球型蛍光灯はLEDラン
プに取り替えると省エネになります。

ひつよう しょうめいい がい け

はくねつでんきゅう でんきゅうがたけいこうとう エルイーディー

と か しょう

冷蔵庫の温度設定を「強」から「中」に
することで省エネになります。また、
扉の開閉回数や時間を減らすことも
効果的です。

電気を上手に使って省エネしましょう
でん  き じょうず　     つか しょう

具体的な省エネのポイント
ぐ  たい てき しょう

れいぞう  こ おん  ど  せってい きょう ちゅう　

しょう

とびら かいへいかいすう じ かん へ

こう  か てきせん ちか でんせん　　 ちか かんでん

無資格者による電気
工事は、感電や事故に
つながります。なお、
無資格者による電気
工事は違法行為です。

む し かくしゃ でんき

こうじ かんでん じ こ

む し かくしゃ でんき

こうじ いはんこうい

無資格者による電気工事は
やめましょう。

む し かく しゃ でん き こう じ

危険人物発見！！
き けん じん ぶつ はっ けん

無資格者による電気工事は
やめましょう。

コンセントにプラグ以外
のものを挿すと感電す
るおそれがあります。小
さいお子様がいる場合
は使用しないコンセント
にカバーの取り付けを
おすすめします。

いがい

さ かんでん

 ち

 こさま ばあい

 しよう

と つ

プラグ以外を入れないで！
い  がい い

キケン！ キケン！

コンセントにプラグ以外
のものを挿すと感電す
るおそれがあります。小
さいお子様がいる場合
は使用しないコンセント
にカバーの取り付けを

いがい

 ち

さま ばあい

プラグ以外を入れないで！

かんでん げんいん いた

しよう と か

おっとー⁉プラグがボロボロだと⁉

傷んでいたら
新品に交換しましょう。

いた

しん ぴん こう かん

プラグがボロボロだと⁉

新品に交換しましょう。
プラグがゆるんでいると、過熱
し、火災などの原因になり危険
です。プラグはコンセントに
しっかりと挿し込みましょう。

かねつ

 かさい げんいん きけん

さ こ

奥までしっかり
挿しましょう。

おく

さ

あわ、あわ、プラグがフラフラだよ、、、

プラグがゆるんでいると、過熱
し、火災などの原因になり危険
です。プラグはコンセントに
しっかりと挿し込みましょう。

かねつ

 きけん
ぬれた手でプラグやスイッチをさ
わると感電のおそれがあり危険で
す。さわる前によく手をふいて水
気をとりましょう。

 て

かんでん きけん

まえ て みず

け

ぬれた手でプラグを
さわると危険です。

て

 き けん

ぬれた手でプラグやスイッチをさ
わると感電のおそれがあり危険で
す。さわる前によく手をふいて水
気をとりましょう。

 て

け

ぬれた手でプラグを
さわると危険です。

コードを巻いたり束ねたり
すると過熱し、火災などの
原因になり危険です。

ま たば

 かねつ かさい

げんいん き けん

コードを束ねては
いけません。

たば

コードを束ねては
いけません。

たば

コードは束ねて良いのかな？
たば よ

危険なたこ足配線はやめましょう。
コンセントやテーブルタップの容量
を超えて、一度にたくさんの電気
機器を使うと過熱し、火災などの
原因になり危険です。

き けん あしはいせん

ようりょう

 こ いちど でんき

き き つか かねつ かさい

げんいん きけん

コードの挿し過ぎは危険です。
さ す き けん

たくさん挿さっているね。
さ

コードの挿し過ぎは危険です。コードが傷んで過熱し、
火災などの原因となり
危険です。また、家具で
プラグを押し付けない
ようにしましょう。

いた かねつ

かさい げんいん

きけん か ぐ

お つ

コードを傷めないように
しましょう。

いた

コードの悲鳴が聞こえるよ、、、
ひ めい き

コードが傷んで過熱し、
火災などの原因となり
危険です。また、家具で
プラグを押し付けない

コードを傷めないように

長期間プラグを挿し込んだままにし
ておくとほこりがたまりトラッキング
現象（電気のまめちしきを参照）の
原因となります。時々プラグを抜い
て乾いた布などで掃除しましょう。

ちょうきかん さ こ

げんしょう でんき さんしょう

げんいん ときどき ぬ

 かわ ぬの そうじ

プラグの上に何か乗ってるぞ！
うえ なに の

GOAL!
ゴール

START!
スタート

エレキテル・デンキ ルート ワット、ネオン ルート レンジ・アース ルート

コードは束ねて良いのかな？
たば 

ときどきプラグやコンセントを
掃除しましょう。
そう じ

ま
、ま
け
な
い
ぞ
！

き
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は
何
枚

ゲ
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る
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な
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ま
い

行
く
わ
よ
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い

コードが傷んで断線や過熱の原因に
なるので、コードはひっぱらず、必ず
プラグ部分をもって抜きましょう。

いた だんせん かねつ げんいん

かなら

 ぶ ぶん ぬ

コードをひっぱらないで！
げー！ ひ、ひっぱってる？

コードが傷んで断線や過熱の原因に
なるので、コードはひっぱらず、必ず

げんいん

かなら

コードをひっぱらないで！
げー！ ひ、ひっぱってる？

せんたくき でんし れいぞうこ

せん せんよう せっちたんし と

 つ せん　かんでん

 きけん みぜん ふせ

洗濯機やエアコン、電子レンジ、冷蔵庫
などのアース線を専用の接地端子に取
り付けましょう。アース線は感電など
の危険を未然に防ぎます。

アース線を取り付けましょう。
せん と つ

アース線を取り付けましょう。

アイロンやドライヤー、電気ス
トーブなどはスイッチを切り
忘れると火災の原因になるお
それがあるので、使ったあと
は必ずプラグを抜きましょう。

でんき

 き

わす かさい げんいん

つか

かなら ぬ

熱を発生する電気機器は、
使ったあとは必ず抜きましょう。

ねつ はっせい でん き き き

つか かなら ぬ

ほらー、電気悪魔(ヴィラン)が喜んでるよー。
でん き あく ま よろこ

おいおい、アース線って知ってるのかな？
せん し

わー！！！ 電気悪魔(ヴィラン)だ！
でん き あく ま

使ったあとは必ず抜きましょう。
 ぬ

電気の使い方は、正しいかな？ きみもキャラを選んで、それぞれのルートでゴールを目指そう！
　　　　　正しい電気の使い方を学ぶと　　　　　　　 がゲットできるぞ！

でん き つか かた ただ えら め ざ

ただ でん き つか かた まな
エレキコイン

や
る
じ
ゃ
な
い
か
！

アース線
せん

エレキコイン3枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン3枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン3枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン3枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン2枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン2枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン2枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン1枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン1枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン1枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン1枚 GET!
まい ゲット

エレキコイン1枚 GET!
まい ゲット

感電やショートの原因となるので、傷んだプラグや
コンセント、コードは使用せず取り替えましょう。

でん き ただ つか かた てい き てき かくにん いえ あんぜん まも

さっ そく いえ でん き ただ つか かくにん なん こ き にゅう
電気の正しい使い方はわかったかな？ 定期的に確認して、家の安全を守ろう！
早速きみの家も、電気が正しく使えているか確認し、何個できていたのか記入しよう！
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まい

でん き ゆう しゃ
エレキコイン23枚ゲットで

きみも電気勇者だ！
せい は ぜん ぶ

3つのルートを制覇して全部のエレキコインをゲットしよう！

電気悪魔
（ヴィラン）

でんきあく までんきあく ま

電気悪魔
（ヴィラン）

でんきあく までんきあく ま

電気悪魔
（ヴィラン）

でんきあく までんきあく ま

電気悪魔
（ヴィラン）

でんきあく までんきあく ま
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家庭に送られてきた電気は、分電盤をとおって各部屋に届け
られます。分電盤には、漏電遮断器（漏電ブレーカー）、配線
用遮断器（安全ブレーカー）が取り付けてあり、電気の安全を
しっかりガードしています。もしもの場合にそなえて分電盤
がどこにあるのか、確かめておきましょう。また、分電盤の前
には物を置かないようにしましょう。
分電盤には一般的に写真のとおりの２つのパターン（電流制
限器あり・なし）があります。

電気の屋内配線工事は、「電気工事士」の資格をもった人が電気の技術基準を守っ
て工事をするように法律で定められています。電気の工事が必要なときは、電気
工事店に依頼してください。

スイッチを切って、プラグを抜いて
地震のときは火災に注意。アイロン、ドライヤー、ストーブなどの熱を
出す機器を使っているときは、プラグをコンセントから抜きましょう。

◆日頃から、懐中電灯（手動発電式のものもあります）や携帯ラジオ、
防災リュックなどを用意しておきましょう。また、電気の契約先（小
売電気事業者）や電気工事店の連絡先を確認しておきましょう。
◆モバイルバッテリーや手動発電機等、携帯電話やスマートフォンなど
を充電できる装置を用意しておくと、いざというときに役立ちます。
◆停電によるパソコンのデータ消失などを防ぐには、UPS（無停電電
源装置）などの設置をおすすめします。

プラグを抜いて！

電流制限器

漏電遮断器（漏電ブレーカー）

電流制限器か漏電遮断器を「切」にして避難

飛来物防止のために屋外設備等をしっかりチェック

送配電事業者へすぐご連絡を
たれ下がった電線にさわると感電するおそれがあり
ます。切れた電線には絶対にさわらないでください。
また、樹木や看板、アンテナなどに電線がふれてい
る場合も危険です。見つけたときには近づかない
で、すぐ、お近くの送配電事業者にご連絡ください。

地震でいったん（もしくは一度）停電になって
も、送配電事業者の設備に問題がなければ、再
び電気は送られてきます。自宅を離れ避難する
ときは、電気の消し忘れなどによる事故（通電
火災）を防ぐために、分電盤の電流制限器また
は漏電遮断器を「切」にしてください。※地震が
おさまったら電気機器の安全をチェックしましょ
う。ガス漏れのおそれがあるときには電気を使用
しないようにしましょう。

日頃のそなえ

感電や火災の原因となる漏電をすばやく検知し、自動的に電気を
止め、電気事故を未然に防ぎます。過電流に対応しているものもあ
ります。長期間使用していると、経年劣化などにより正しく作動し
なくなることもあります。ご家庭で定期的にテストボタン（灰色、赤
色または緑色）を押して確認するようにしましょう（テストボタンを押
して、正常に作動した場合は家全体が停電となりますのでご注意く
ださい）。テストボタンを押しても作動しない場合は、お近くの電気
工事店へご相談ください。なお、取り替えの目安は15年程度です。
また、単相3線式（100Ｖ/200Ｖ使用可能）の配線には、「中性線欠
相保護機能付き漏電遮断器」をおすすめします。

配線用遮断器（安全ブレーカー）
電気の行き先（回路）ごとに、配線用遮断器がつい
ています。配線が過熱するのを防ぐため、コードが
ショート（短絡）したり、決められた容量を超える電
気が流れ続けると自動的に電気を止めます。例え
ば、電気炊飯器とホットプレートを同時に使用する
と26Aとなり、配線用遮断器の容量20Aを超える
ため、配線用遮断器が作動して電気を止めます。
エアコン、衣類乾燥機などの電気を多く使う機器
は、専用回路にすることをおすすめします。

多くのご家庭で使用されている単相3線式配線では、中性線
の接触が悪くなると電圧が不安定になり、通電中の電気機器
が故障することがあります。これはごく稀に漏電遮断器の端
子部分のゆるみなどが原因で起こるもので、中性線欠相保護
機能付き漏電遮断器は、このようなときに、いち早く電気を
止めることができます。

「中性線欠相保護機能付き漏電遮断器」とは？
ちゅうせいせん けっ  そう   ほ     ご     き   のう   つ　       ろう でん しゃ だん   き

落雷による影響で、電気機器が壊れたり、火
災が発生することがあります。近くで大きな雷
が鳴ったら、電気機器のプラグはコンセント
から抜き、電話線もモジュラージャックから抜
くようにしましょう。なお、雷に対応した分電
盤もあります。避雷器が内蔵されている分電
盤は、電源線、アース線より侵入する雷から、
家庭の電気機器を守ってくれます。

強風でアンテナやトタン屋根、自転車等のカ
バー、ハウス等のビニールシートなどが飛ば
され、電線・電柱にかかると、断線や電柱倒壊
等を引き起こし長期停電の原因になります。
台風などによる強風にそなえ、あらかじめ屋外
に設置されているものはしっかり固定すること
を心掛けましょう。また、台風による浸水など
で屋内配線や電気機器が水に浸かってしまった場合は、使う前に必
ず電気工事店などにご相談ください。

電気炊飯器

（13A）

でん  き すいはん  き

　　　  アンペア 

   じ   しん  か    さい ちゅう い ねつ

   だ　　    き　 き　　   つか ぬ

災害はある日突然やって
きます。普段から災害時
のそなえや心がまえをし
ておけば、いざというとき
にもあわてずにすみます。

さい   がい ひ 　とつ   ぜん

ふ だん さい　がい 　じ

こころ
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アッ地震！ グラッときたときは❶
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❸

❹

じ　しん

  か    てい　       おく でん    き ぶん  でん   ばん かく    へ     や とど

ぶん  でん  ばん ろう   でん   しゃ  だん    き ろう   でん はい  せん

 よう   しゃ  だん   き あん ぜん と　　　 つ でん　 き あん  ぜん

　　　　ば　あい ぶん  でん   ばん

たし ぶん でん  ばん まえ

 もの お

ぶん  でん   ばん　              いっ ぱん てき しゃ しん でん りゅう せい

 げん き

でん き おく ない はい せん こう じ でん き   こう じ    し　 し かく ひと でん  き ぎ じゅつ き じゅん まも

 こう じ ほう りつ さだ でん き こう   じ ひつ よう でん き

 こう   じ   てん い  らい

ぬ

 らく  らい えい きょう でん    き　き　  き こわ か

 さい はっ  せい ちか おお かみなり

 な でん き き き

 ぬ でん わ せん ぬ

かみなり たい  おう ぶん でん

 ばん ひ   らい き ない  ぞう ぶん でん

 ばん でん  げん せん せん しんにゅう かみなり

 か てい でん き き      き まも

でん りゅう せい げん  き

容量以上の電気が流れると自動的に電気が止まるしくみになって
います。
※地域やご契約の種類、スマートメーター（デジタルで計測する電力量計）導入の有無な

　どにより、電流制限器の取り付けがない場合や、色・名称が異なる場合があります。
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 でん き こう じ てん そう だん

そう はい でん じ ぎょうしゃ れん らく

切れた電線には絶対にさわらないで！
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ていでん しょうしつ ふせ ユー ピーエス む   てい でんでん

げん そう   ち せっ   ち

ひ ごろ

電気の工事は電気工事店へ
でん   き　　 こう   じ でん    き    こう     じ    てん

１3A＋１3A = 合計26A
で配線用遮断器が作動！
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ごうけい アンペアアンペアアンペア

容 量
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 と

たびたび

漏電遮断器が

作動する場合は、

電気工事店に

相談しよう。

ろうでんしゃだん き

  さ  どう                ば あい

でん き   こう  じ  てん

そうだん

漏電
ろうでん

電流制限器
でんりゅうせいげん   き

漏電遮断器
ろう でんしゃ だん    き

アース線
せん

※強い地震を感知し自動で遮断する感震ブレーカーというものもあります。
つよ じ しん かん ち じ どう しゃだん かんしん

分電盤は電気の見張り番！
ぶん　　でん　 ばん　　　　でん　　 き　           み      は　             ばん

ホットプレート

（13A）
アンペア 

分電盤は
電気安全の
カギよ！

ぶんでんばん

でん き あんぜん あわてない
ために
そなえよう！

ピカッ、ゴロゴロ 雷だ!
かみなり

災害にそなえましょう
さい　　がい

見張り番！
は　             ばん
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PF・S形の不具合例
コロナ放電跡

CB形の事故例
結露により短絡事故となった真空遮断器

設備の更新 損傷や発錆、変色、亀裂等がある場合は、
早急に更新するようにしましょう。

設備の更新
目視点検により、さびなどの不良箇所（下部写真参照）を
発見した場合は、状況に応じて設備を更新しましょう。

●屋外に設置された区分開閉器は、施設環境や使用状況により異な
りますが、施設後10年以上経過した機器に故障が多くみられます。
●沿岸部や海岸付近など、塩害のおそれがある地域では、ステンレ
ス製のGR付高圧交流負荷開閉器に取り替えるなど塩害対策を施
した機器を使用することをおすすめします。

� � 
 � � 外観をチェックしている
ジーという異音や、変色（茶色っぽい焦げ跡等）がないか確認しま
しょう。絶縁部分が汚れていない

絶縁部分に汚れや亀裂等がないか確認
しましょう。埃が付着し、湿気を帯びると
絶縁性能が低下するため、トラッキング
が発生しやすくなります。汚れを発見し
た場合は清掃が必要です。トラッキング
の兆候が見られた場合は交換しましょう。


 	 � � �1
外観をチェックしている
外箱の損傷、発錆、腐食（穴あき）、変形、変色、汚損が
ないか、碍子の破損、ひび割れ、汚損などがないか、外
観を確認しましょう。

性能をチェックしている
定期点検では、開閉の操作確認や絶縁抵抗測定など
により、性能の確認を行いましょう。また、GR付高圧
交流負荷開閉器の場合には、地絡継電装置を含めた
連動試験を行いましょう。

スムーズに開閉できる
開閉動作がスムーズにできるか確認し
ましょう。グリース（潤滑油）が固まって
しまっている場合は清掃を行い、新しい
グリースを塗りましょう。

外気の侵入により内部で結露が
発生し、地絡事故から波及事故
となるおそれがある。

経年劣化により、さびが発生
（施設後約10年経過）
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ケーブルのある場所に
標柱などを設置している
電気設備の周辺で掘削工事を行う場
合は、事前に必ず電気主任技術者と十
分な打合せを行うことが重要です。ま
た、ケーブルが埋設されている場所に
は標柱や標石を設置し、ケーブル埋設
上部にはケーブル標識シートを敷設し
ましょう。ケーブル標識シートは、掘削
の深さ等を考慮し、必要に応じて埋設
しましょう。設備の更新

経年とともに水トリーの発生リスクが増加するので計画的に
更新しましょう。また、点検の結果、劣化の兆候が確認された場
合は、更新推奨時期に満たなくても速やかに更新しましょう。

注意！
強風でアンテナやトタン屋根、
自転車等のカバー、ハウス等の
ビニールシートなどが飛ばさ
れ、電線・電柱にかかると、断線
や電柱倒壊等を引き起こし長
期停電の原因になります。台風
などによる強風に備え、あらか
じめ屋外に設置されているも
のはしっかり固定することを心
掛けましょう。

●水トリー劣化の対策として、水トリーに対する高い信頼性が報告さ
れている、絶縁体と内部・外部半導電層を同時に押し出し成形した
「E-Eタイプ」への更新をおすすめします。

� � � � � �2
ケーブルの状態をチェックしている
ケーブルに損傷や亀裂がないか、端末部分が損傷、
変形、汚損、トラッキング、テープがはがれていないか
を確認しましょう。また端子部分の碍子の破損、ひび
割れ、汚損がないかも確認しましょう。

離隔距離が十分に保たれている
ケーブルと、他の工作物や植物との離隔距離が十分
に保たれているか確認しましょう。

性能をチェックしている
定期点検では、絶縁抵抗測定などにより、性能を確認
しましょう。

高圧CVケーブルの絶縁体・半導電層の構造
E-Tタイプ E-Eタイプ

導体

遮へい銅テープ

導体

遮へい銅テープ

「内部半導電層」と「絶縁体」と
「外部半導電層」の三層同時押出成形

「内部半導電層」と「絶縁体」の
二層同時押出成形

外部半導電層
（テープ巻き）

シースシース

波及事故の
主な発生原因と
対策ポイントを
ご紹介します。

掘削作業中に誤って地中ケーブルを損
傷すると、波及事故だけでなく、掘削作業
者自身が感電するおそれもあり、危険で
す。また、ビルや建物の改築工事などで、
上下水道管を埋設する際に誤ってケーブ
ルを損傷してしまい、波及事故となるこ
ともあります。

標柱・
標石

ケーブル
標識シート
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換気口や通気孔、扉のすき間、腐食破
損箇所などから雨水や雪、湿気が浸
入し、地絡や短絡事故が発生するこ
とがあります。また、キュービクルが
下駄基礎で設置されている場合も、
キュービクル下部から風雨が浸入す
るおそれがあるので要注意です。

� ��7 地震による電気設備の被害に備えることは極めて重要です。東日本大震災
においても、地震動による電気設備の破損が原因となって波及事故による
停電となった事例が報告されています。地震に強い受電設備にするために3
つの対策をご紹介します。

� � � � � �5

穴やすき間をふさいでいる
小動物の侵入するおそれのある穴（通気孔・水抜き穴等）やすき間は、換気
性能を考慮したうえシール材でふさいだり、パンチングメタルを施設しま
しょう。また、腐食破損箇所は補修しましょう。

地震対策をしている

� � �8
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通気孔

基礎

絶縁バリヤ
（相間バリヤ）

換気口
通気孔

アンカー
ボルト

主遮断装置

（）限流ヒューズ付高圧交流負荷開閉器

キュービクル式
高圧受電設備（PF・S形）

0.2m
以上

1.2m以上※
（重量物の圧力を受ける
おそれのない場合は
0.6m以上）

ケーブルの
防護装置 可とう導体

自
家
用
設
備

送
配
電
事
業
者
設
備

区分開閉器
（GR付高圧交流
 負荷開閉器（PAS））

防護管
（鋼管など） 
防護管
（鋼管など） 

制御装置
（地絡継電装置）

制御装置
（地絡継電装置）

避雷器

高圧ケーブル

構内1号柱構内1号柱

責任分界点

鋼管など鋼管など

変圧器変圧器 変圧器変圧器

非常電源用
配線用遮断器
非常電源用
配線用遮断器

配線用
遮断器
配線用
遮断器

配線用遮断器配線用遮断器
3

1

4

2
6

6

7
7

5

5
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雷害により、機器が損傷し波及事故となることがあり
ます。特に屋外に設置されている区分開閉器は雷害
を受ける確率が高いため、確実な保護が必要です。

避雷器を設置している
機器類の損傷を防止するための最も有効な対策として避雷器があります。区分開閉器は、避雷器内蔵タ
イプを採用するか、または避雷器を区分開閉器本体の負荷側近傍に取り付け、確実に保護しましょう。避
雷器を有効に機能させるために、定期点検の際は接地抵抗値を確認しましょう。

充電部分を保護している
断路器・限流ヒューズ付高圧交流負
荷開閉器・変圧器・コンデンサなどの
充電部に、絶縁バリヤ（相間バリヤ）
や防護カバーを取り付け、小動物の
接触による事故を防ぎましょう。

ケーブル引込口、引出口、通気孔、外箱の腐食破損箇所などから小動物が侵
入し、充電部に触れて短絡や地絡事故が発生することがあります。

限流ヒューズ付
高圧交流負荷開閉器（PF付LBS）

変
圧
器

絶縁バリヤ絶縁バリヤ相間バリヤ

防護カバー

キュービクルの状態を
チェックしている

キュービクル
本体

雨水等 チャンネル
ベース

雨水等

下駄基礎

湿気

雨
水
等
浸
入
経
路

下部に高圧機器あり
絶縁劣化

対策前

キュービクル本体

雨水等 チャンネル
ベース

遮風板

防噴流
対策板

強風

排水口

対策後

日常点検の際、キュービクル内
に雨水等が吹き込んだ形跡が
ないか、雨水等が滞留していないか、確認しましょう。
キュービクル上部にさびがないかも確認しましょう。

雨水等の浸入対策をしている
雨水等が吹き込む危険性がある場合は、キュー
ビクル前面の換気口に防噴流対策板や水平水
切板を設置しましょう。キュービクル上部のさび
は適切な方法で補修しましょう。キュービクル下
部に雨水等が滞留している場合は、排水口を設
けたり、また下駄基礎で設置されている場合は、
遮風板を取り付けるなどの対策が必要です。

避雷器内蔵GR付
高圧交流負荷開閉器

避雷器

（2）変圧器等の重量機器の固定

変圧器等は、防振装置に適切な耐震
ストッパを取り付けましょう。

（3）変圧器への可とう導体等接続

変圧器の端子部と銅バーとの間に可
とう導体・可とう性のある電線を挿入
しましょう。

（1）キュービクル外箱の固定

キュービクルは耐震強度に見合った
サイズ・本数のアンカーボルトで基礎
に堅固に固定しましょう。また必要に
応じて壁面に耐
震金具を取り付
け、転倒防止を
行いましょう。 耐震ストッパアンカーボルト 防振ゴム

可とう導体

※直接埋設式の場合。
　管路式は、未舗装の場合は
　地表面から0.3m以上、
　舗装有の場合は
　舗装下面から0.3m以上危険注意 管理者名

埋 設 年
この下に高圧電力ケーブルあり

ケーブル標識シート

波及事故の防止対策は
していますか？
当てはまる項目に
チェック を入れてください。

改善前 改善後

ケーブル引込口・引出口 シール材で閉塞処置

ケーブル

パンチングメタルの施設キュービクル下部通気孔

チャンネルベースさび さび補修

3

鳥獣対策

点検
1-1

点検
3-1

点検
3-3

点検
3-2

点検
1-2

点検
2-3

点検
2-2

点検
2-1

点検
6-1

対策
6-1

強風

はっせい

はっせい

2m
以上

対策
4-1

対策
5-2

対策
5-1

対策
7-1

対策
8-1

保守不完全等対策

故意・過失対策

自然災害対策

波及事故の
発生原因と

対策ポイントを
ご紹介します。
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自社の受電設備で
電気事故発生！

保
護
装
置
が
作
動
し
て

電
気
が
ス
ト
ッ
プ
！

波
及
事
故
の

影
響
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
よ
う！

信 号信 号信 号信 号

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら

影
響
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
て
み
よ
う！

入 切

波及事故の主な発生原因（2022～2023年度）

波及事故発生箇所の割合（2022～2023年度）

データ提供 ： 東京電力パワーグリッド株式会社

※各項目の色は、中面「高圧受電設備の
　波及事故防止対策」の1～8と対応しています。

自然災害（台風・地震・雷） 故意・過失（工事・火災） 鳥獣接触等

※1.責任分界点から主遮断装置の間のケーブル、主遮断装置本体などです。　データ提供 ： 東京電力パワーグリッド株式会社
※2.PAS・PGS/UAS・UGS(未取り付け含む)、主遮断装置の保護範囲外の要因を含みます。

��������

波及事故防止のための対策が重要です！ ➡⬅ 詳しくは中のページでご説明します。

さまざまな
被害を伴う

重大な事故です。

波及事故の98.6%が
主遮断装置の電源側※1

から発生しています。

波及事故とは、高圧受電設備などで起きた事故が原因で、送配電事業者の配電線に接
続されている住宅、ビル、工場、病院、銀行、交通機関、交通信号システムなど、さまざ
まな範囲に停電が広がる事故を言い、毎年全国で300件から500件発生しています。
波及事故が発生すると、機器の損壊など自社の損失だけでなく、他社工場の操業停
止、信号機の消灯、病院の医療機器類が停止するなど、社会的に大きな影響を及ぼし
ます。場合によっては、多大な損害賠償を請求されるケースもあります。波及事故は設
置者（波及事故発生者）の責任が問われ、さまざまな被害が伴う重大な事故です。高圧受電設備は、長期間使用すると経年劣化に

より機能や性能が損なわれ、故障や不具合が起こ
り、波及事故につながることがあります。それを
防止するためには、保安規程で定めた周期・回数
に基づいて適切な保守点検を確実に行わなけれ
ばなりません。日常巡視や月次点検に加え、停電
をともなう年次点検が必要になりますので、電気
主任技術者と十分な調整を行ってください。ま
た、設備の健全性を確保するために、適切な時期
に各機器を更新することも重要です。機器の使
用状況、設置場所の環境による劣化の度合いや
保守・点検の状況等を考慮し、電気主任技術者の
助言等をもとに更新時期を決定してください。

14% 10% 7%

�������������

45.0%
ケーブル

1.4%
主遮断装置の負荷側

26.4%
開閉器

13.6　%
主遮断装置

13.6%
機器・電線類

2▶24時間以内に電話・
  FAX等で連絡（速報）
▶30日以内に電気事故
  報告書を提出（詳報）

1 事故発生の連絡

1 事故発生の連絡

事故発生！

電気設備

所管の関係官庁

専任または外部委託

保守点検

設置者

電気主任
技術者※1

送配電事業者

連絡先
TEL

連絡先
TEL

連絡先
TEL

関係箇所への速やかな連絡が必要です。

▶波及事故
　発生時の
　手順

波及事故が発生したときは、電
気主任技術者および送配電事
業者に至急ご連絡ください。あ
わせて電気主任技術者とご相
談のうえ、電気工事店などに復
旧の手配をしてください。

復旧後は、電気主任技術者を中心に事故原因について調査し、今後の再発防
止に努めましょう。なお、電気事業法（電気関係報告規則第3条）に基づき、事故
発生を知ったときから24時間以内に（可能な限り速やかに）事故の概要につい
て、所管の関係官庁に電話・FAX等の方法で報告しなければなりません（電気
事故速報）。また、事故発生を知った日から起算して３０日以内に定められた様
式に従い「電気事故報告書」を提出しなければなりません（電気事故詳報）。

※1.電気主任技術者が常駐していない場合は、常時勤務している適切な代務者を指名し、また、代務者の役割（緊急連絡など）を明確にしておきましょう。

※必ず電気主任技術者に相談しましょう。

高圧設備の各機器の更新推奨時期（参考）
※高圧受電設備の施設環境や、機器の使用状況によって更新時期が異なります。

※1（一社）日本電機工業会「汎用高圧機器の更新推奨時期に関する調査」報告書（2023年3月）
※2（一社）日本電線工業会「高圧CVケーブル」（2024年8月版）

15年
20年または規定開閉回数
15年
15年

高圧交流負荷開閉器※1

高圧CVケーブル※2

断路器※1

避雷器※1
高圧交流遮断器※1
計器用変成器※1
保護継電器※1

屋外用　10年
屋内用　15年高圧限流ヒューズ※1

15年または規定開閉回数高圧交流電磁接触器※1
15年
15年

高圧進相コンデンサ※1
直列リアクトル, 放電コイル※1

20年高圧配電用変圧器※1

屋外用　10年または負荷電流開閉回数200回
屋内用　15年または負荷電流開閉回数200回
GR付開閉器の制御装置　10年
水の影響がある場合　10～20年
水の影響がない場合　20～30年
手動操作　20年または操作回数100回
動力操作　20年または操作回数1,000回

▼万一の事故に備えて緊急連絡先を記入しておきましょう。

4

保守不完全等

69%

31 2

5

6 7 8

主遮断装置の
電源側

主遮断装置の
負荷側

参考：関東東北産業保安監督部（2019年3月）
「波及事故防止のお願い！ 自家用電気工作物設置者の皆様へ」

1.事故発生者側の損害例
❶ 事故対応に伴う人件費（時間外の発生等）
❷ 突然の停電による操業停止等の損失
❸ 復旧のための緊急の仮設工事の費用
❹ 損傷した電気工作物等の改修費用　など

2.波及事故被害者側の損害例
❶ 突然の停電による操業停止等の損失
❷コンピュータへの入力中データの喪失　など

波及事故の損害額について 損害額は1千万円を超える事例もあります。

責任分界点

2025.7c企画・編集：電気安全全国連絡委員会　発行： 一般社団法人日本電気協会 https://www.denki.or.jp
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高圧受電設備で事故が発生しても、配電線への波及事故に至らないよ
うに、区分開閉器にはGR付高圧交流負荷開閉器（地絡継電装置付高
圧交流負荷開閉器）※を取り付けることが有効です。また雷害対策のた
めに、避雷器内蔵タイプまたは避雷器を設置するようにしましょう。

※GR付高圧交流負荷開閉器は、自家用電気設備の構内で万一事故が発生した場合に、停電などの障害を
自社の構内にとどめ、他の需要家に影響を及ぼすことを防止するものです。

GR付
高圧交流負荷
開閉器

がオススメです。

保守点検・更新が重要です。

98.6%

主遮断装置の
電源側

※2

重大な事故です。

1.事故発生
❶
❷
❸
❹

万一の事故に備えて緊急連絡先を記入しておきましょう。

高圧交流負荷

がオススメです。

地中線の引込例

架空引込線

GR付高圧交流
負荷開閉器（PAS）

取り付けられている例
取り付けられていない例

地中線用GR付
高圧交流負荷開閉器
（UAS・UGS）

GR付高圧交流負荷開閉器（PAS）の取り付け

架空線の引込例

高圧キャビネット

春頃になると、区分開閉器の
上部に、カラスなどが巣を作る
こともあります。巣を発見した
ときは電気主任技術者にご相
談ください。

カラスの営巣に注意!

取り付けられている例
高圧キャビネット

取り付けられていない例

地中線用GR付高圧交流負荷開閉器（UAS・UGS）の取り付け

キャビネット下部にネズミが侵入してケーブルを
かじり、ケーブル事故につながることがあります。

ネズミの侵入に注意!

構内1号柱
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第65回 電気安全全国連絡委員会 開催報告
電気安全全国連絡委員会〔委員長：澤	誠広（中部電力パワーグリッド㈱取締役	執行役員）〕は、6月10日、

Web会議で「第65回電気安全全国連絡委員会」を開催しました（出席者：来賓および各地区委員計25名）。

開会の冒頭、澤委員長からは、「第7次エネルギー基本計画では、DXやGXの進展に伴い2040年に電力需要

が20％増加すると見込まれ、再生可能エネルギーや原子力の活用で安定供給と脱炭素を両立させる方針が示

されている。2050年のカーボンニュートラルの実現に向け、各業界におけるDX推進やAI活用が必要不可欠

だが、安全を維持する鍵となるのは、人間の判断力や行動である。当委員会は労働災害ゼロを目指して今後

も安全啓発と電気事故防止活動を展開し、社会の期待に応える活動に邁進する。」との挨拶がありました。

また、来賓の経済産業省	大臣官房	産業保安・安全グループ	電力安全課	課長補佐	弥益	慎吾	様は、「DXや

GXの進展により、将来の電力需要の増加が見込まれ、電気保安の重要性は増していく。一方で電気保安人材

の高齢化が進んでおり、課題解決には官民の連携が重要。総会の実施により各地区の電気安全委員会の活動

のさらなる展開を期待している。皆さまには、引き続き電気保安の確保に向けてご協力いただきたい。」と述

べられました。

同じく来賓の（独）労働者健康安全機構	労働安全衛生総合研究所	安全研究領域長（併）電気安全研究グルー

プ	部長	崔	光石	様は「近年の自然災害の頻発、電力需要の変動により、安全で持続可能な電力供給の重要性

が再認識されている。当研究所は、科学的・専門的知見に基づく労働災害の原因調査を実施しており、引き

続き安全かつ安心して働ける職場の実現を目指し活動する。」と述べられました。

議事としては、「令和6年度事業報告」、「令和7年度事業計画」および「委員長、副委員長ならびに常任委

員の選出」の3件について審議の上、承認されました。

第64回 全国電気使用合理化委員会 開催報告
全国電気使用合理化委員会〔委員長：中島	豊（一社）日本電気協会	常務理事〕は、6月13日、「第64回	全国

電気使用合理化委員会」（総会）をWeb会議により開催いたしました（出席者：来賓および各地区委員計24名）。

開会の冒頭、中島委員長からは、「生成AIによるデータセンターの拡大などに伴い、2040年に向けて電力

需要の大幅な増加が見込まれ、脱炭素電源の拡大を図るとともに、徹底した省エネルギーの推進が求められ

ている。当委員会としても電気エネルギーの有効利用を通じた省エネの推進や温室効果ガスの排出削減に一

層寄与すべく活動を展開していきたい。」と挨拶がありました。

また、来賓として出席した経済産業省	資源エネルギー庁	電力・ガス事業部	電力基盤整備課	電力供給室長	

中富	大輔	様は「エネルギー基本計画の改定や電力システム改革の検証・とりまとめの結果を、政策に反映す

る段階にある。エネルギー政策をめぐる状況は、周辺環境や昨今のインフレ等によって大きく変化している

ため、対応した適切な施策を講じていきたい。」と述べられました。また、（一財）省エネルギーセンター	業務

統括役	秋山	俊一	様からも挨拶を頂きました。

議事としては、2024年度事業報告、2025年度事業計画の2件について審議・承認されました。

その後引き続き、経済産業省	電力供給室長	中富	大輔	様による「最近の電力需給の状況と政策動向につい

て」と題した講演が開催されました。
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■新田　剛大　電気新聞　編集局
　 （にった　たけひろ）

成長を続ける日本の電力先物市場

日本の電力先物取引市場が、電力価格の変動リス

クへの対応手段として注目を集めている。市場が始

まって5～6年ほどで取引量は大きく拡大し、上場

される商品や制度も着実に充実してきた。一方でエ

ネルギー先物取引が盛んな欧米市場と比較すると、

流動性向上や参加者のすそ野拡大といった点ではい

まだ発展途上ともいえる。市場関係者は先を見据え

た取り組みを進めている。

国内では2016年度の全面自由化以降、小売電気

事業者、発電事業者の双方でスポット市場を介した

取引が拡大してきた。電力需給の状況や国際情勢に

よって燃料価格が乱高下する中、電力価格の変動リ

スクも拡大している。契約によって将来の電力価格

を固定する先物取引は、こうしたリスクをヘッジす

る役割を果たす。

もう一つの意義は、先物取引を通じて将来の電力

価格の見通しが示されることだ。例えば電力先物市

場で取引される「7月限」「8月限」といった月間商

品の価格を時系列に並べていくと、将来に向けた価

格推移となる。ここから曲線を描いた「フォワード

カーブ」には市場参加者が将来の価格をどう予測し

ているかが表れる。

電力先物取引では現物である電力の受け渡しは行

わず、取引成立時の価格と売買時（または最終決済

日）の価格の差額を決済する。この時に相手が支払

えないといった与信リスクを遮断するため取引参加

者から証拠金を徴収し、取引の履行を保証する「清

算」という仕組みもある。

こうした決済方法や仕組みによって電気事業者だ

けでなく、金融機関や投資会社も取引が行える。実

際に欧州では需要電力量をはるかに上回る規模で先

物取引が行われており、電気事業者以外のトレー

ダーも市場の流動性向上、つまり取引が成立しやす

い環境をつくる上で重要な役割を担っている。

国内ではまず2019年 9月、東京商品取引所

（TOCOM）に電力先物が試験上場された。20年5

月には、欧州エネルギー取引所（EEX）が日本市場

向け電力先物取引の清算サービスを開始している。

TOCOM、EEXとも取引参加者のニーズを受け

て徐々に商品を増やしてきた。TOCOMではベー

スロード（BL）、日中ロードの月間物に加え、24年

3月に週間物を上場。25年5月には年度物を投入し、

現物の相対契約に合わせて4月から1年間の電力価

格を固定する取引を可能にした。エリアも現行の東

西のほか、来年春をめどに中部も加える方向で検討

している。

24年10月には三菱UFJ銀行がクリアリングブ

ローカー（受託清算参加者）として市場に参入。年

明け以降に取引高が急速に伸び、24年度の取引高

は前年度比約3.1倍の20億5,258万キロワット時ま
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□□□□ 最新の電気関係の動き

で拡大した。

一方、EEXは東西ベースロード、ピークロード

の月次物のほか、週次物、四半期物、季節物と多彩

な商品をそろえる。23年6月には東京エリアで日次

物、週末物も追加しており、25年2月にオプション

取引、4月にスクリーン取引も導入した。年内には

年度商品の投入を目指す。

EEXでも24年の取引高が前年比約4倍と大きく

拡大しており、電力量で729億3,200万キロワット

時に達した。TOCOMと比べ規模が桁違いに大きい

背景の一つは、TOCOMが中小新事業者なども参

加しやすいよう取引単位を100キロワット時とした

のに対し、EEXでは大手事業者のニーズを満たせ

るよう1,000キロワット時としたことがある。EEX

ではエネルギー取引で実績豊富な国際的トレーダー

を呼び込んだことも成長に寄与した。

電力先物市場の活用については、国も後押しする

姿勢を示している。一つの転換点となった出来事が

20年末～21年初頭にかけての電力需給逼迫。スポッ

ト価格はそれまで長く低迷していたが、一転して異

常な高騰相場に。経営体力に乏しい複数の新電力が

経営危機に陥り、需要家にも大きな混乱と負担を強

いることになった。

こうした事態への対応策を検討する中で、経済産

業省はリスク管理の指針を策定。事業者が自ら燃料

価格や卸市場価格の変動リスクを管理する手段の一

つとして、先物取引の活用を位置付けた。その後も

ロシアのウクライナ侵攻に端を発する燃料価格の乱

高下が電力市場に大きな影響を及ぼし、市場連動型

の料金プランを提供する事業者が増加するなど、電

力価格の変動リスクをヘッジする重要性が一層高

まっている。

電力先物市場の活性化に向け、課題の一つとされ

るのが会計上の扱いだ。価格リスクのヘッジが目的

の場合、先物と現物の取引はセットで行われる。た

だ、例えば今年度に次年度の電力価格を固定する取

引を行うと、今年度末時点では先物の時価変動のみ

が損益として財務諸表に反映され、利益の大きなぶ

れにつながる場合がある。

先物と現物の損益を認識するタイミングを一致さ

せることでこうした状況を回避できるのが「ヘッジ

会計」だ。しかし、ヘッジ会計の適用には先物と、

ヘッジ対象となる現物の取引がひも付いていること

を示す必要がある。

現物のスポット市場では30分単位で取引される

一方、先物は1カ月以上の単位で取引されるなど、

電力特有の商品特性も適用のハードルとなってき

た。TOCOMと経産省は24年夏にヘッジ会計の適

用に向けた有識者検討会を立ち上げ、25年2月に報

告書を公表。まずは現行の会計基準でヘッジ会計の

適用が可能な範囲をまとめ、今後のさらなる議論に

道をひらいた。

電力先物取引が電力価格のリスクヘッジという役

割を果たすためには、電力需給や金融市場の環境が

変化する中でも、一定規模の取引が行われる流動性

を確保する必要がある。それとともにフォワード

カーブは透明性が高く、信頼できる価格指標になっ

ていく。

2024年に大きく成長したものの、日本の電力先

物市場の規模はまだ需要電力量の1割に満たず、ス

ポット約定量の3割程度。さらなる市場拡大が期待

されている。
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電事連だより電事連だより

急速に進化・普及するAI 
将来の電力需要に大きく影響

電気事業連合会　広報部

AIが急速に進化・普及し、それを支えるデータセンターも規模拡大の動きが相次いでいます。これら
は稼働に大量の電力を必要とすることから、国内外で将来の電力需要が大幅に増える見通しが示されて
います。これらに対応する電力の供給力確保が今後重要な課題になります。

負荷が増すデータ処理
増加する電力需要
私たちがスマートフォンやパソコンなどを通じて
利用するAIは、IT会社が運営するクラウド上で動
作しています。クラウドは多くの場合、データセン
ター上に構築されます。そして、データセンターで
AIプログラムを処理するのがGPUなどの演算装置
です。
例えば、ChatGPTに1回質問すると、Google検
索の約10倍の電力量を消費すると言われています。
一般にAIの処理は、高度で複雑になるほどGPUの
稼働が多くなり、その分使用電力量も大きくなりま
す。今後、AIの応用範囲が多様な分野に広がるこ
とも、電力需要を押し上げる要因となり得ます。
国際エネルギー機関（IEA）がこの4月に公表し
た報告書によると、2024年時点における全世界の
データセンターの使用電力量は、使用電力量全体の
約1.5%にあたる約4,150億kWhにのぼり、2017年
以降、年率12%の割合で増加しています。これは、
使用電力量全体の成長の4倍以上のスピードです。
さらに、2030年までに全世界のデータセンターの
使用電力量は、2024年比で倍以上の約9,450億kWh
に増加すると予想しています。

日本も右肩上がりに
外資大手は積極投資
総務省と経済産業省によると、2024年時点で国
内に少なくともサーバー面積ベースで約150万m2
のデータセンター（東京ドーム約30個分）が存在
します。AI活用拡大を含むデジタル化の進展を踏
まえ、国内各地で新増設計画が具体的に動いていま
す。米国の巨大IT企業各社も、日本でAI関連投資
を計画しており、今後データセンターとそこで消費
される電力量は右肩上がりになると見込まれます。
再生可能エネルギー（以下、再エネ）の有効利用
や省エネ技術の発達を踏まえつつも、今後の電力供
給力はトータルで電力需要が増加することを前提に

考えていく必要があります。
1月に公表された電力広域的運営推進機関

（OCCTO）の全国需要想定によると、データセン
ターの新増設分として、2034年度には、2024年度
と比べて年間需要電力量約440億kWh、最大需要電
力約616万kWが増加すると見込まれています。

日本の需要想定における、データセンター 
新増設に伴う個別計上値

実装進展 予測難しく
電源の備えを着実に
AI技術がどの時点でどの程度の社会実装が進む
か想定するのは極めて難しく、それに対応する電力
供給力も予断なく考えていく必要があります。電力
需要増に対応しながら、脱炭素も実現していくため
には、再エネと原子力発電を最大限活用していく必
要があります。
電力供給力が大きく不足すると、AI社会の発展
を妨げたり、あるいはAI、データセンター以外の
用途を含む電力供給の不安定化や価格高騰につなが
るおそれがあります。AIは再エネの最適な導入・
運用などエネルギー分野でも既に活用されており、
今後のGX（グリーントランスフォーメーション）
を支える重要な技術の一つです。電力供給力の確保
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電事連だより

には年単位の時間が必要であり、急激な需要構造の
変化に対応するには備えが欠かせません。

安定した脱炭素電源　あらためて注目高まる原子力

AI、データセンターなどによる電力需要増、加
えてウクライナ侵攻を踏まえたエネルギーのロシア
依存低減やカーボンニュートラルに向けた電化促進
などの課題が浮上していることから、各国では安定
した発電が可能な準国産エネルギーで、発電時に二
酸化炭素（CO2）を排出しない原子力発電を、あら
ためて評価する動きが相次いでいます。

米では巨大IT企業が
「3倍増」賛同表明
米国の金融サービス会社、S&Pグローバルが3
月に同国で開いたエネルギー関係の会議「CERA	
Week2025」で、注目すべき宣言が採択されました。
世界の原子力発電の設備容量を2050年までに現状
の3倍に増やすことなどを掲げた内容で、米アマゾ
ン、メタ（フェイスブックの運営会社）、グーグル
といった巨大IT企業を含む電力多消費産業が名を
連ねました。世界原子力協会（WNA）によると、
原子力産業以外の大手企業が原子力拡大を公的に支
持するのは初めてのことです。
同宣言では、多くの産業におけるエネルギー需要
は今後数年間で大幅に増加すると見込まれているこ
とから、「エネルギー供給のレジリエンス（強靱性）
と安全保障の向上、安定したクリーンエネルギーの
継続的供給という世界的な目標達成の支援へ、原子
力発電容量を現状から2050年までに少なくとも3倍
にする必要があることに同意する」としています。
この宣言の中で原子力発電は、天候・季節・地理的
な場所にかかわらず24時間エネルギーを供給でき
ると述べられています。
データセンターをはじめとする電力多消費産業
は、24時間365日定常的に一定規模の電力を使用す
るベースロード需要を生みだします。これらのカー
ボンニュートラル化へ向け、再生可能エネルギー
（以下、再エネ）や温室効果ガス排出権を活用する
取り組みが盛んですが、さらに急増するクリーンエ
ネルギー需要に対応する必要が高まっています。原
子力発電はこうした要請に応え、発電時にCO2を排
出せずに大規模な供給を実現する現実的な選択肢と
捉えられています。

需要増を意識した政策
各国で相次ぐ
その他の国々でも原子力に対する関心が高まって
います。英国政府は4月に「AIエネルギー評議会」
を設置しました。同国内で電気事業を展開するフラ
ンス電力（EDF）、スコティッシュ・パワーといっ
た電力会社のほか、米国のグーグル、マイクロソフ

ト、アマゾン、英国の半導体設計大手ARMなどが
参画しています。同評議会はAI産業について「雇
用創出と国民の所得拡大につながる」と評価しつつ、
「電力需要への懸念は世界中の国々が直面している
課題」と指摘。今後、原子力を含むクリーンエネル
ギーの活用などについて議論していく予定です。
1990年に原子力の運転を終了したイタリアは、
エネルギーの脱ロシア依存、カーボンニュートラル
などを踏まえて、政府が原子力の再導入を可能にす
る法案を2月に承認しました。政府はこの説明の中
で「今後20年間で電力需要は現状に比べて2倍にな
ると予想される」としており、やはり今後の電力需
要増を意識しています。
このほかベルギー政府が3月に2基の原子力発電
所の稼働期間を10年間延長する契約を事業者と結
びました。同国では2025年までにすべての原子炉
を恒久的に停止する予定でしたが、ロシアのウクラ
イナ侵攻を受け、2022年3月に政府は両号機の稼働
延長を決定していました。同国でも送配電事業者の
Eliaが2050年までに電力需要が現在の2倍以上に達
すると予想し、再エネに加えて多様な脱炭素電源を
検討する重要性を指摘しています。
2018年に施行した改正エネルギー法で原子力発
電所の新設を禁止したスイス政府は、2024年8月に
その撤廃を目指す方針を表明。「新たな状況」とし
て、カーボンニュートラルに向けた電化の進展によ
る電力需要増や、地政学的な不確実性などを理由に
挙げています。
アジアでも、韓国政府がこの2月に確定した第11
次電力需給基本計画案では、データセンター需要の
増加などに対する施策として大型原子力2基、小型
モジュール炉（SMR）1基を、これまでの計画に加
え新増設することを明記しました。
このように世界各国は増加する電力需要を重要課
題と捉え、原子力の活用に乗り出しています。日本
も2月に閣議決定した第7次エネルギー基本計画で
「エネルギー安全保障に寄与し、脱炭素効果の高い
電源」として安
全性の確保を大
前提に原子力を
「最大限活用」
する方針が掲げ
られました。安
全を大前提に、
まずは足元の再
稼働を進めると
ともに、今後の
需要増に備える
観点から、将来
的には新増設も
見据える必要が
あります。 各国の原子力活用への動き



16

JEMAだよりJEMAだより

電気協会報　2025. 7

2026　トップランナー変圧器について
　

（一社）日本電機工業会

【はじめに】

エネルギーの使用の合理化及び非化石エネル

ギーへの転換等に関する法律（以下「省エネ法」と

いう。）では、下記3要件を満たす機器を「特定エ

ネルギー消費機器」に指定し、当該機器のメーカー

および輸入事業者に対し、日本国内に出荷する機器

について同法で規定する省エネ基準値のクリアを求

めています。

1）　日本国内において大量に使用される機械器具で

あること

2）　その使用に際し相当量のエネルギーを消費する

機械器具であること

3）　その機械器具に係るエネルギー消費効率の向上

を図ることが特に必要なものであること

2006年4月出荷分より産業用電気機器として初め

て6kV油入配電用変圧器（2007年4月出荷分より

6kV配電用モールド変圧器）が規制されました。そ

の後油入、モールド変圧器共に2014年4月出荷分よ

り改正基準が施行され、さらに、2026年4月出荷分

より改正基準（第三次基準）が施行されることとな

りました。

【第三次基準の概要】

今回の改正では規定項目の内、クリアするべき省

エネ基準である「エネルギー消費効率」（変圧器の

場合：全損失　単位W）が改定され、変圧器の規

制区分を示す「区分名」が新規に規定された以外は

従来通りです。

【対象の範囲】

種類　油入変圧器、モールド変圧器

電圧　	一次：3.3kV、6.6kV等の高圧

　　　二次：低圧100V～600V

容量　単相：10kVA～500kVA

　　　三相：20kVA～2,000kVA

【除外品】

１．ガス絶縁変圧器

２．Ｈ種乾式変圧器

３．スコット結線変圧器

４．3巻線以上の多巻線変圧器

５．単相5kVA以下又は500kVA超過

６．三相10kVA以下又は2,000kVA超過

７．モールド灯動変圧器

８．二次電圧100V未満のもの又は600V超過

９．風冷式又は水冷式変圧器

10．柱上変圧器

【第三次基準適用品の省エネ効果】

クリアするべき省エネ基準である「エネルギー消

費効率」（変圧器の場合：全損失　単位W）は次の

通り改定されます。（標準仕様変圧器）
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エネルギー消費効率（全損失）の改善例 
単位 （Ｗ）　三相 50Hz 500kVA　負荷率 40％

【JIS、JEM規格の改正について】

省エネ法・特定エネルギー消費機器・変圧器判断基準改定を踏まえ、関連規格も改正されました。

JIS	C	4304：2024配電用6kV油入変圧器

JIS	C	4306：2024配電用6kVモールド変圧器

JEM	1520：2024特定エネルギー消費機器準標準仕様高圧油入変圧器

JEM	1521：2024特定エネルギー消費機器準標準仕様高圧モールド変圧器

【第二次基準適用品から第三次基準適用品への切換えについて】

油入変圧器、モールド変圧器共に2026年4月1日製造業者出荷分から第三次基準が適用されます。この切換

えのため製造業者は在庫消化、製造ラインの変更、材料・部品の切換えを行なう必要があり、従来品の出荷

を事前に停止する場合があります。2026年度切換えに向け、製造事業者が準備に入りますので、切換予定は

製造事業者に確認ください。

第二次基準

区分名 種別 相数
定格
周波数
（Hz）

定格容量
（kVA） 目標基準算定式

2-1

油
入
変
圧
器

単相
50 500以下 E=11.2・（kVA）0.732

2-2 60 500以下 E=11.1・（kVA）0.725

2-3

三相

50 500以下 E=16.6・（kVA）0.696

2-4 50 500超過 E=11.1・（kVA）0.809

2-5 60 500以下 E=17.3・（kVA）0.678

2-6 60 500超過 E=11.7・（kVA）0.790

2-7
モ
ー
ル
ド
変
圧
器

単相
50 500以下 E=16.9・（kVA）0.674

2-8 60 500以下 E=15.2・（kVA）0.691

2-9

三相

50 500以下 E=23.9・（kVA）0.659

2-10 50 500超過 E=22.7・（kVA）0.718

2-11 60 500以下 E=22.3・（kVA）0.674

2-12 60 500超過 E=19.4・（kVA）0.737

第三次基準

区分名 種別 相数
定格
周波数
（Hz）

定格容量
（kVA） 目標基準算定式

3-1

油
入
変
圧
器

単相
50 500以下 E=9.34・（kVA）0.737

3-2 60 500以下 E=8.6・（kVA）0.744

3-3

三相

50 500以下 E=14.5・（kVA）0.694

3-4 50 500超過 E=10.6・（kVA）0.797

3-5 60 500以下 E=14.4・（kVA）0.681

3-6 60 500超過 E=8.0・（kVA）0.825

3-7
モ
ー
ル
ド
変
圧
器

単相
50 500以下 E=14.1・（kVA）0.685

3-8 60 500以下 E=13.3・（kVA）0.692

3-9

三相

50 500以下 E=16.9・（kVA）0.699

3-10 50 500超過 E=31.2・（kVA）0.659

3-11 60 500以下 E=16.2・（kVA）0.702

3-12 60 500超過 E=17.4・（kVA）0.742

※準標準仕様変圧器については油入変圧器の場合1.10　モールド変圧器の場合1.05を乗じます
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5-2　住宅分電盤

電気の見張り番と称されるように、住宅にお

ける電気を安全に使うために、いろいろな機能

をもつ遮断器を分電盤に備えている。

基本的な分電盤の構成を図29に示す。分電盤

の業界でも技術の発展は日進月歩である。その

ため新しい機器も開発している。ここでは、そ

れらも紹介しよう。

アンペアブレーカー

分岐ブレーカー漏電遮断器

図29　分電盤の構成（基本）

⑴　電流制限器（アンペアブレーカー）

住宅に電気を引込む際に住宅の規模によって、

どの程度の電気を使うかを想定して住宅に流す

電流を電力会社と契約している。通常、アンペ

アブレーカーと言う。これは安全を確認するた

めに電流を制限するものである。このブレー

カーは表5に示すように契約電流によってすぐに

わかるように色別に分類されている。電力会社

によってはこれを分電盤に装備しない地域もあ

る。

表5　契約電流とアンペアブレーカーの色別

契約電流
（A） 10 15 20 30 40 50 60

ブレーカー
の色 赤 桃 黄 緑 灰 茶 紫

実は図29に示した分電盤は基本形といって構

成は既存の住宅の場合である。住んでいる住宅

の軒先には積算電力計（写真5）がある。

近年になってスマートメーター（写真6）が開

発されて、新築の住宅はもちろん、既存の住宅

も積算電力計をこのスマートメーターに交換さ

れている。このメーターには電流制限器の機能

を備えているため、アンペアブレーカーを必要

としない。しかし、安全に問題が無いため従来

の分電盤をそのまま使用している。

  

 写真5　積算電力計 写真6　スマートメーター

出典：東京電力パワーグリッド㈱HPより引用

開発されたスマートメーターには便利な機能

があり、これからの高度情報化社会に対応して

いる。

令和5年5月号より、「暮らしの電気安全」を連載しています。

ここでは、人生の半分の時間を過ごすといわれる「住宅」の電気設備に関する電気安全の知識

について電気設備の専門家である関東学院大学名誉教授の高橋健彦氏（日本電気協会 需要設備

専門部会長）に解説いただきます。

５．住宅の電気設備

第14回
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⑵　漏電遮断器

住宅において、配線や家電機器に漏電が発生

した時に、感電や火災を防ぐために素早く電流を

遮断する装置である。漏電遮断器は電気用品安

全法という法律によって厳密に規定されている。

漏電遮断器が動作した場合は専門家である電

気工事士等に点検を依頼して対応する必要があ

る。一般の住宅の漏電遮断器の感度電流は30mA

の電流が流れると0.1秒で遮断する。

近年になって普及している便所の温水洗浄便

座には図30に示すような漏電遮断器（10mA、

15mA）が付いている。

コンセント

漏電遮断器

図30　トイレの中の漏電遮断器

⑶　配線用遮断器（分岐ブレーカー）

住宅の配線は台所、居間、子供部屋などに分

岐されている。安全のために分岐毎にブレー

カーを設置している。そのため、分電盤のブ

レーカーのラベルには部屋名を記すことが必要

である。各部屋において、配線や家電機器が短

絡（ショート）したときに、あるいは家電機器

を使いすぎたときに、事故を防ぐために電流を

遮断する装置である。

ブレーカーは決められた電流以上に流れると、

決められた時間に遮断するように設計されてい

る。参考までに規定の一部を表6に示す。

表6　配線用遮断器の特性

定格電流
の区分

動作時間（分）の限度

定格電流の1.25倍の
電流を通じた場合

定格電流の2倍の
電流を通じた場合

30A以下 60 2

＊一部を抜粋

⑷　ブレーカーが作動したときの応急処置

住宅分電盤の中の配線用ブレーカーは各部屋

に対応しているため、それが作動した場合は、

ある特定の部屋だけ真っ暗になる。しかし、ア

ンペアブレーカーや漏電遮断器が作動すると、

家の中のすべてが真っ暗になり不便である。そ

んな時のために、応急処置の方法を紹介する。

台所で、ホットプレートで焼肉を電気釜が炊

飯中のとき、電子レンジを使うと、ブレーカー

が作動（一般的にはオチルと表現）する。本来

であれば、配線用ブレーカーが作動するだけで

あるが、実際はアンペアブレーカーが作動する

場合が多い。

ブレーカーが作動した場合、ブレーカーを手

で入切することで解決する。触ることが恐いと

いう方がおられる（調査によると大部分が殿方

らしい！）かもしれないが全く心配ない。ただ

し、ブレーカーを触るときは左手は心臓に近い

ため、万が一を考え、タオルで指を拭き乾いた

状態で右手で操作することが肝要である。
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電気事業における保安・規制改革関係の受託調査事業を実施

当協会は従前より、行政機関や関係団体

などから様々な技術調査を受託し、実施し

ております。

令和6年度は2件（うち1件は従来形式2

件分を一括化したもの）を国から受託し、

関係者の皆さまのご協力を賜りまして、年

度末までに全ての調査を無事完了しており

ます。今後も当協会の技術力・ネットワー

ク等を発揮して、受託活動を通じて、関係

省庁の各種事業に貢献してまいります。

以下、令和6年度の調査の概要について

紹介いたします。

1.　電気設備技術基準関連規格等調査
⑴　規格等の調査

〇規格の妥当性調査

本調査は、電技解釈で引用している民間規

格等のうち、近年改正が行われたものについ

て、当該規格を引続き電技解釈に引用するこ

との妥当性について調査を行うものです。今

回調査したのは2条文、引用されるJIS規格は

3規格です。

改正後の規格を引用することが妥当と判断

されたものについては、民間規格評価機関で

ある「日本電気技術規格委員会（JESC）（事務

局：日本電気協会）」において、当該規格の省

令への適合性が確認されました。昨今、電技

解釈の性能規定化に伴い、民間規格が電技解

釈へ直接引用される記述から、電技解釈に関

連付く規格のリストをJESCのHPに掲載する

よう、見直しが行われております。詳細は「日

本電気技術規格委員会（JESC）」のHP（http://

www.jesc.gr.jp）をご確認ください。

〇電気用品の技術基準改正に伴う調査

電技解釈が引用する電気用品の技術上の基準

を定める省令の解釈は、別表十二のJIS化され

た規格を引用する内容に改正されております。

これに伴い、電気用品の技術上の基準を定

める省令の解釈の別表十二が引用するJIS	C	

3010について調査を実施（引用箇所：17条文

37箇所）し、当該JIS規格を引用することが妥

当と判断されたものについては、民間規格評価

機関である「日本電気技術規格委員会（JESC）

（事務局：日本電気協会）」に省令への適合性

確認要請し、省令への適合性が確認されてお

ります。

⑵　IEC 60364規格シリーズの制改定への対応

WTO/TBT協定により、規格による不必要な

貿易障害が起こらないよう、各国の規制等で用

いられている規格を国際規格に整合化していく

ことが求められています。

これにより、国際整合化の観点から国の基準

である電技解釈に、電気使用場所の建築電気設

備の施設について規定したIEC	60364規格シリー

ズが、すでに電技解釈第218条に取り入れられて

います。

令和6年度は、新たに制定されたIEC規格の2

規格について、国際整合化の観点から電技解釈
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第218条への取入の検討を行い、電技解釈への取

入案の策定と共に、取入案に対する逐次解説を

作成しております。また、既に電技解釈第218条

に取り入れられているIEC規格の対応JIS化が行

われる予定であるもの4規格についてIEC（英語

で規定）からJIS（日本語で規定）への置き換え

可否の検討を行い、電技解釈への取込案を策定

しております。加えて、電技解釈第219条に取り

込まれているIEC	61936-1について、電技解釈の

解説に反映するため、最新版の解説を作成して

おります。

2.　低コスト手法普及拡大に向けた電線地中
化工法の実現可能性等調査
無電柱化は、災害時の電柱倒壊による電力シ

ステムの機能喪失の低減など電力の安定供給の

観点からも重要でありますが、コストや工事関

係者間の調整といった面で課題があります。

無電柱化の低コスト化を図るために、高圧の

地中電線路を管路式で施設する際に使用してい

る電線管などを、感電又は火災のおそれがない

ように地上に施設するための民間規格を策定し

ております。併せて、民間規格評価機関である

「日本電気技術規格委員会（JESC）（事務局：日

本電気協会）」において、当該規格の省令への適

合性が確認され、民間規格の制定が行われると

ともに、当該規格を電技解釈へ引用するよう電

技解釈の改正を経済産業省へ要請しております。

今年度の調査では、制定された民間規格の内容

に基づき、地上への高圧電線路（高圧地上電線

路）の早期施設に向けた調査を実施しておりま

す。具体的には、民間規格へ記載している内容と

合致する箇所を対象に高圧地上電線路として施

工するための設計調査を3件実施しております。

設計調査は実際に施工することを想定し電線施

設ルート、資材数量、労務数量、工期、電柱削

減本数等について、現地調査及び机上検討によ

り実施し、その結果を取りまとめております。

＜5・6月主な委員会の開催＞

〇第56回発変電専門部会

開 催 日：5月30日（金）

主な議題：	2024年度活動結果、「JEAG5005

風力発電設備の定期点検指針」

改定案、2025年度活動計画案	他

〇第128回日本電気技術規格委員会

開 催 日：6月23日（月）

主な議題：	2024年度事業報告案、2024年度

決算案・2025年度予算案、「発電

用蒸気タービン規程」の改定	他

〇第94回原子力規格委員会

開 催 日：6月24日（火）

主な議題：	規格案「JEAG4102原子力発電

所の緊急時対策指針」改定案	他

〇第44回需要設備専門部会

開 催 日：6月25日（水）

主な議題：	「高圧受電設備規程Q＆A」改

定案	他



22
電気協会報　2025. 7



23
電気協会報　2025.	7

電気新聞の書籍案内
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＊本誌に関するご意見、お問合せは総務部（広報）までお寄せ下さい。

◆お 願 い
　会報送付先変更、その他会員情報変更の場合の本会宛ご連絡について

現在の会報送付先の住所、会社名、部署名、役職名等に変更がございましたら、本会各支部

までご連絡くださいますようお願いいたします。
※各支部の連絡先については、本会ホームページ（URL：https：//www.denki.or.jp）をご参照ください。

なお、会
・

員
・

以
・

外
・

の
・

定
・

期
・

購
・

読
・

者
・

様
・

等
・

におきまして、本会報の送付先情報に変更がある場合は、下記までご
連絡をお願いいたします。
（一社）日本電気協会　総務部　	 TEL：03-3216-0551　FAX：03-3216-3997
	 E-mail：kouho@denki.or.jp

日本電気協会 本部　公式X（@official_jeaPR）フォローお願いします！
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TEL 022（261）5431
支 社／東通・六ヶ所・⼋⼾・能代・秋⽥・酒⽥・⼥川・新仙台・新地・ 原町・勿来・会津・東新潟・上越
本社／〒980-0804 仙台市⻘葉区⼤町⼆丁目15-29

事業所／⻘森・盛岡・⼭形・福島・いわき・新潟・ 日本海エルエヌジー・佐渡・上越

東京支店・利府製作⼯場・利府技術訓練センター

技技術術とと人人をを結結びび 郷郷土土ののエエネネルルギギーーをを支支ええるる

PPaarrttnneerrsshhiipp ttoo HHeeaarrttss

東東北北発発電電工工業業株株式式会会社社
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電気の未来を創造する、喜びをどこまでも。



32
電気協会報　2025. 7

各種プラント設備の建設・保守・運転をする会社

　〒456-8516　名古屋市熱田区五本松町 11番 22 号　　TEL ：052-679-1200 
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https://www.chuden-plant.co.jp
〒734-0001 広島市南区出汐二丁目3番18号

Tel(082)252-4311　Fax(082)252-4392

広　　告　　原　　稿

つくろう、つなごう みんなのミライ
　         カーボンニュートラルへの挑戦
  ～Ｃhudenplant Ｐromises Ｃarbon Neutrality～

 中電プラント株式会社

発電設備/受電･変電設備/一般産業設備/環境設備の

『プラントエンジニアリング企業』として社会に貢献いたします。
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ホームページにアクセス！
https://www.yon-b.co.jp/

代表取締役社長　山﨑 達成
本 店／〒760-8538　香川県高松市亀井町7番地9　TEL（087）807-1151
事務所／東京　支店／徳島、高知、愛媛　営業所／池田、中村、新居浜、宇和島　事業所／阿南総合、西条、坂出、伊方

四電ビジネスは、いつもあなたのベストな
パートナーでありたいと願っています。

電気協会報　2025（令和7）年7月掲載　左右170mm×天地120mm（A4判1/2）

九州一円500名
の会員が在籍

お求めに応じて
絶縁耐力試験
保護継電器試験
高圧ケーブル劣化診断も
いたします
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1.

2.

法令に基づく試験、検査及び認証業務

電気製品等の試験・認証

マネジメントシステム認証業務

調査・研究業務

3.

4.

電気用品安全法､消費生活用製品安全法､電波法､水道法､産業標準
化法､医薬品医療機器等法など

S-JET認証､住宅用ブレーカー認証､部品認証､CMJ登録､給水器具等
認証､系統連系保護装置認証､JETPVm認証､JETPVO&M認証､ロボ
ット認証､遠隔操作システム認証､メーカーニーズに基づく試験サー
ビス・EMC試験など

ISO9001・ISO14001・ISO45001・ISO27001・
ISO50001 認証

家電製品等の電磁界測定､太陽光発電システム
に係る調査・研究など
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一般社団法人

日本電気協会

随　想 中西　美和
慶應義塾大学理工学部 教授

日本電気協会 第104回社員総会開催


